
嵩
郡
大
電
聖
篭
彼
科
学
研
発
 
 

セ
ン
タ
ー
（
宇
治
甫
）
が
、
イ
 
 

ン
ド
ネ
シ
ア
改
作
と
協
力
し
て
 
 

漣
租
を
遮
め
て
き
た
世
界
最
大
 
 

の
「
掘
近
大
冤
レ
L
T
】
冒
 
 

A
R
）
」
が
ス
マ
ト
ラ
島
に
完
 
 

成
ご
ハ
月
か
ら
の
本
格
接
働
を
 
 

椚
に
軍
規
時
間
の
二
十
三
日
1
E
 
 

年
、
拇
初
の
寧
撃
㌫
崩
す
る
ハ
 
 

地
異
か
ら
数
十
㌔
那
れ
た
成
層
 
 

麿
ま
で
大
気
の
劃
さ
を
観
測
で
 
 

考
エ
ル
ニ
ュ
ー
ヨ
規
史
を
は
 
 

じ
め
地
軍
規
瞑
の
輿
鰐
気
象
や
 
 

黙
轢
変
別
宅
榊
朋
す
る
∽
り
札
 
 

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

完
成
し
た
E
A
R
は
、
紅
径
 
 

首
十
㍍
の
円
形
の
土
地
に
帯
さ
 
 

三
・
五
㍍
の
ア
ン
テ
ナ
を
五
宙
 
 

六
十
太
田
傭
し
て
い
る
一
■
同
セ
 
 

ン
タ
ー
の
「
M
U
（
中
高
噌
大
 
 

気
観
測
）
レ
ー
ダ
ー
」
 
（
滋
賀
 
 

鼎
僧
楽
聖
の
地
目
茂
僻
是
 
 

用
。
電
政
義
絹
的
に
m
射
し
、
 
 

反
射
し
て
3
た
鴨
池
で
大
貴
の
 
 

動
き
を
観
測
す
る
【
 
 
 

か
遁
は
地
坪
女
体
乞
通
る
大
 
 
 

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ス
マ
ト
ラ
 
 

あ
に
完
成
し
た
買
斬
大
（
山
空
 
 

t
波
叫
学
研
究
セ
ン
タ
ー
の
 
 

亦
遭
大
気
レ
ー
ダ
ー
・
ド
聞
セ
 
 

ン
タ
ー
捜
幣
 
 

責
ス
マ
ト
ラ
島
に
レ
ー
ダ
ー
 
 

気
の
十
嶺
ヨ
の
出
発
点
で
、
気
 
 

候
変
動
な
ど
で
賞
辞
な
牧
捌
を
 
 

巣
た
す
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
一
帯
 
 

は
エ
ル
ニ
Ⅰ
二
ヨ
現
象
で
も
注
 
 

日
さ
れ
て
い
た
が
、
メ
カ
ニ
ズ
 
 

ム
の
解
明
に
必
湛
な
成
層
l
切
な
 
 

ど
の
大
気
軌
勅
は
行
わ
れ
て
い
 
 

な
か
っ
た
。
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開所した大気観測レ」ダー施毀  
を祝事【する日本側蘭係挺共同  

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
 
 

大
型
の
レ
ー
ダ
ー
 
 

京
大
が
開
所
式
 
 
 

【
プ
キ
テ
ィ
ン
羊
（
イ
ン
ド
 
 

ネ
シ
ア
）
2
6
日
＝
共
同
】
エ
ル
 
 

ー
丁
ニ
ョ
現
象
な
ど
町
儀
候
変
 
 

動
を
解
明
す
る
た
め
京
大
閏
空
 
 

電
汝
科
学
研
究
セ
ン
タ
」
（
セ
 
 

ン
タ
ー
畏
・
深
見
昌
一
郎
教
授
）
 
 

が
連
敗
し
た
大
義
測
レ
ー
ダ
 
 

仁
施
設
の
開
所
式
が
二
十
六
 
 

日
、
赤
道
直
下
の
イ
ン
ド
ネ
シ
 
 

ア
西
ス
マ
士
フ
州
プ
キ
テ
ィ
ン
 
 

串
近
郊
で
行
わ
れ
た
。
赤
道
地
 
 

域
の
同
種
施
設
と
し
て
は
罵
天
 
 

車
－
ダ
ー
は
、
積
商
約
九
百
 
 

㍍
の
腋
地
に
あ
る
直
径
約
百
十
 
 

㍍
の
円
形
の
敷
地
に
立
ち
並
ぷ
 
 

五
首
六
十
本
の
ア
ン
テ
ナ
か
ら
 
 

超
粗
放
を
照
射
し
、
有
壁
一
十
 
 

㌔
ま
思
大
気
乱
流
を
観
酎
。
 
 
 

開
所
式
に
ば
良
庵
其
・
京
大
 
 

学
畏
や
竹
内
行
天
鞋
イ
ン
ド
ネ
 
 

シ
ア
大
使
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
 
 

ヒ
カ
ム
研
究
・
技
術
担
当
国
梼
 
 

相
ら
来
賓
や
些
冗
住
民
ら
約
三
 
 

甲
金
祐
薦
し
た
。
 
 

長
尾
学
長
は
同
園
航
空
宇
宙
 
 

庁
な
ど
の
協
力
に
佑
謝
を
野
明
 
 

し
た
。
 
 
 

規
模
。
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"EYE" FOR ABNORMAL WEATHER CLARIFICATION  

Kyoto Univ. Build a radar in Sumatra   

Kyoto Newspaper, March 23, 2001. 

 

The world largest Equatorial Atmosphere Radar (EAR) constructed by Kyoto Univ. in 

collaboration with the Indonesian Government is completed.   It is expected to clarify 

global scale abnormal weathers and climate change.  

 

The EAR is designed by applying the MU radar unique technologies.  It consists of 560 

antennas of 3.5 m height, build in a 110 m diameter circular land.  It illuminates 

radio-waves intermittently, and observes the atmospheric movement using the reflected 

radio-waves.   

 

The equatorial region generates the global-scale atmospheric motion and has significant 

influences to the global weather and climate changes.  The Indonesian region has 

attracted attention for El Nino phenomenon, but no atmospheric observation was 

performed to clarity the mechanism.   

 

The Equatorial Atmosphere Radar constructed in Sumatra, Indonesia 
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